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１．概　要

本標準はＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）に関連する接続構成を規定す

る。

２．接続構成と規定点

2.1　接続構成

接続構成としてＴＤＭを介してＮＴ１に接続する形態（図２－１／ＪＪ－２０．２１）とＴＤＭを介さ

ず、直接ＮＴ１に接続する形態（図２－２／ＪＪ－２０．２１）を考慮する。

なお、参考のためＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの参照構成を図２－３／ＪＪ－２０．２１に示す。

2.2　規定点

（a）ＴＤＭを介してＮＴ１に接続する形態

ＰＢＸ－ＴＤＭ間を規定点とする。

（b）ＴＤＭを介さず直接ＮＴ１に接続する形態

ＰＢＸ－ＮＴ１間を規定点とする。
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図２－１／ＪＪ－２０．２１　ＴＤＭを介してＮＴ１に接続する形態

図２－２／ＪＪ－２０．２１　ＴＤＭを介さず直接ＮＴ１に接続する形態

図２－３／ＪＪ－２０．２１　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース参照構成
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３．チャネル種別

3.1　Ｂチャネル

規定点において６４kbit/s のビットレートを有するチャネルである。

3.2　Ｈチャネル

規定点において次に示すビットレートを有するチャネルである。

　 (1) Ｈ０チャネル：　３８４kbit/s

　 (2) Ｈ１チャネル：１５３６kbit/s

3.3　Ｄｐチャネル

Ｄｐチャネルは４章に規定されているように６４kbit/s のビットレートを持ち、第 1 義的には回線交換用

のシグナリング情報を運ぶために用いられる。ＤｐチャネルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１－ａ、ＪＴ－Ｑ

９３１－ａに従う階層化されたプロトコルに従うものとする。

3.4　ユーザチャネル

１つの物理インタフェース上に割り付けられる、特定ＰＢＸ間の情報伝送チャネルであり、3.1～3.3 節に

示した各チャネルの組合わせで構成される。特定ＰＢＸ間には複数の物理インタフェース上に分散した複

数のユーザチャネルが割り付けられる場合もある。一般的には対向するＰＢＸ間の全ての伝送区間で８kHz

の構造保存性が確保できるようにユーザチャネルを規定しなければならない。

ユーザチャネルの情報伝送ビットレートは６４kbit/s×N（１≦N≦２４）である。チャネル番号は、ユー

ザチャネル毎に１から最大２４まで連続的に付与する。
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４．ユーザチャネルのインタフェース構造

ユーザチャネルのインタフェース構造とは、最大のディジタル伝送要領を定義するものであり、チャネ

ルの組合わせにより表現される。

4.1　インタフェース構造の種類

規定点におけるユーザチャネルのインタフェース構造は表４－１／ＪＪ－２０．２１に示すインタフェー

ス構造のいずれかに適合しなければならない。

インタフｪース構造 記　　事

ＢまたはＨチャネル

とＤｐチャネルが同

一ユーザチャネル上

に存在する場合

ｍＨ０＋ｎＢ＋Ｄｐ

ただし

　６ｍ＋ｎ＋１＝Ｎ

Ｄｐ：６４kbit/s

一次群速度

インタフェース

（1544kbit/s

 に対応）

ＢまたはＨチャネル

とＤｐチャネルが別

のユーザチャネル上

に存在する場合

ｍＨ０＋ｎＢ／Ｄｐ

ただし

　６ｍ＋ｎ＝Ｎ

または

　Ｈ１／Ｄｐ

Ｄｐ：６４kbit/s

／は他のユーザチャ

ネル上のＤｐチャネ

ルを共用することを

示す

表４－１／ＪＪ－２０．２１　ユーザチャネル（６４kbit/s＝Ｎ）の

インタフェース構造の種類

注：ｍ、ｎは０以上の整数　Ｎは１から最大２４までの整数

4.2　Ｄｐチャネルの共用の形態

ＢまたはＨチャネルとＤｐチャネルが同一のユーザチャネル上になく、他のユーザチャネルで同じＰＢ

Ｘ間に設定されたユーザチャネル上のＤｐチャネルを共用することがある。
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５．アクセス能力

ユーザチャネル内の全てのチャネルが常に利用可能であるとは限らない。すなわち、ユーザチャネルの

うちＰＢＸが利用可能な能力をアクセス能力と呼ぶ。

アクセス能力は以下の範囲であることが望ましい。

ユーザチャネル ：　６４kbit/s×Ｎ≦１５３６kbit/s

ｍＨ０＋ｎＢ＋Ｄｐ ：　６ｍ＋ｎ＋１≦Ｎ

ｍＨ０＋ｎＢ／Ｄｐ ：　６ｍ＋ｎ≦Ｎ

Ｈ１／Ｄｐ

（ただしｍ、ｎは０以上の整数、Ｎは１から２４の整数）
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６．対向ＰＢＸ間のインタフェース条件

本章では標準ＪＴ－Ｑ９３１－ａに規定されたＰＢＸ間共通チャネル形信号方式レイヤ３仕様を適用す

るために必要な対向ＰＢＸ間の各種インタフェース条件を規定する。

図６－１／ＪＪ－２０．２１に、具体的なインタフェースを実現する装置構成例を、図６－２／ＪＪ－

２０．２１に、その装置構成上のインタフェース実現形態例を示す。

以下の用語において（  ）は省略しうることを示し、ＰＢＸ間共通チャネル形信号方式

レイヤ３規定においては特に明記しない限り「ＰＢＸ間」を省略して使用するものとする。

6.1　（ＰＢＸ間）インタフェース

ＰＢＸ間共通チャネル形信号方式レイヤ３規定を適用するために対向するＰＢＸ間で定義する論理的な

インタフェースである。

6.2　（ＰＢＸ間）インタフェースグループ（ＩＦＧ）

１つのＤｐチャネルと関連する１または複数のユーザチャネルから構成される論理的なグループ。

6.3　（ＰＢＸ間）インタフェース識別子（ＩＦＩＤ）

１つのＩＦＧに含まれるユーザチャネルを識別するために付与する論理的な識別番号。

対向するＰＢＸ間では対応する（ＰＢＸ間）インタフェース識別子は同一の値を割当てなければならない。

6.4　（ＰＢＸ間）チャネル番号

ユーザチャネルに含まれるＢまたはＨチャネルを識別するために付与する論理的な識別番号。対向する

ＰＢＸ間では対応する（ＰＢＸ間）チャネル番号は同一の値を割当てなければならない。なお、ＰＢＸと

ＴＤＭまたはＤＳＵ間の物理インタフェースのタイムスロット番号と（ＰＢＸ間）チャネル番号の対応関

係は各ＰＢＸで独立に規定し、管理する必要がある。
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図６－１／ＪＪ－２０．２１　インタフェース実現の装置構成例

図６－２／ＪＪ－２０．２１　インタフェース実現形態例
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第三部門委員会　第一専門委員会 （敬称略）

委員長 柏村　卓男 日本電信電話(株)

副委員長 和田　洋夫 富士通(株)

久保田恭一 国際電信電話(株) 諸星　達也 (株)ｱﾙﾌｧｼｽﾃﾑｽﾞ

吉田慎一郎 日本電信電話(株) 池田　直明 企業通信ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

武田　恒男 ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ通信(株) 渡辺　恭行 東京電力(株)

山本　隆司 日本情報通信(株) 竹原　啓五 日本通信協力(株)

松本　　功 アンリツ(株)

森内宏一郎 沖電気工業(株)

日比野　悟 三洋電機(株) 久島　和則 沖電気工業(株)

西原　　勉 住友電気工業(株) 前野　順一 (株)東芝

閏井　　清 (株)東芝 徳永　正人 日本電信電話(株)

浜崎　純一 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株) 川村　雅生 日本情報通信(株)

大島　　敏 日本ＡＴ＆Ｔ(株) 大埜　廣治 住友電気工業(株)

松下　　稔 日本電気(株) 戸所　孝昭 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)

大井　真実 日本無線(株) 筒井　孝司 日本電気(株)

小野　　勲 日本ユニシス(株) 辻井　国雄 日本無線(株)

平岩　賢志 (株)日立製作所 山浦　史雄 日本ユニシス(株)

小松　雅喜 (株)日立ﾃﾚｺﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 入部　真一 (株)日立製作所

山本　雅治 富士通(株) 進来　　俊 富士通(株)

三塚　正博 松下通信工業(株) 中野　　栄 三菱電機(株)

岩橋　　努 三菱電機(株) 岡田　一男 明星電気(株)

多田　正信 明星電気(株)


	　　



